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十
一
月
二
十
七
・
二
十
八
日
に
八
代

市
厚
生
会
館
で
、
八
代
青
少
年
育
成
会
、

八
代
市
教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ
り

小
・
中
・
養
護
学
校
総
合
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
青
少
年

の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た

も
の
で
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
地
道
に

努
力
を
重
ね
て
き
た
生
徒
た
ち
に
発
表

の
場
を
提
供
し
よ
う
と
、
市
内
の
先
生

た
ち
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
日
間
で
、
展
示
部
門
・
ス
テ
ー
ジ

部
門
合
わ
せ
て
千
八
百
三
十
人
が
参
加

し
、
会
場
を
賑
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
麦
島
小
学
校
の
音
楽
物
語

み
ん
な
で
作
る
文
化
祭

―
八
代
市
小
・
中
・
養
護
学
校
総
合
文
化
祭
―
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温
泉
と
柑
橘
の
香
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

―
日
奈
久
晩
白
柚
風
呂
―

日
奈
久
温
泉
旅
館
十
四
軒
に
よ
る
晩

白
柚
風
呂
が
十
二
月
十
五
日
か
ら
一
月

三
十
一
日
の
期
間
限
定
で
楽
し
め
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
晩
白
柚
の
栽
培

農
家
の
提
案
で
始
め
た
の
が
き
っ
か
け

で
今
年
で
五
回
目
。

入
浴
し
た
家
族
は
、「
浴
槽
の
中
に
プ

カ
プ
カ
浮
か
ぶ
晩
白
柚
の
香
り
が
、
と

て
も
よ
く
て
楽
し
め
ま
し
た
。」

ま
た
、
宮
永
日
奈
久
温
泉
旅
館
組
合

長
は
、「
評

判
も
よ
く

日
奈
久
温

泉
の
名
物

で
す
。
ぜ

ひ
一
度
お

入
り
く
だ

さ
い
。
」

と
話
し
ま

し
た
。

十
一
月
二
十
六
日
、
新
八
代
駅
構
内

で
「
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
」
が
行

わ
れ
、
太
田
郷
小
学
校
の
児
童
約
百
四

十
人
が
高
齢
者
や
障
害
者
の
介
助
法
を

学
び
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、

ハ
ー
ド
面
の
整
備
と
と
も
に
、
社
会
全

体
で
支
え
て
い
く
ソ
フ
ト
面
の
環
境
作

り
も
重
要
で
あ
る
と
、
運
輸
局
が
二
年

前
か
ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
指
導
員
の

説
明
を
受
け
た
後
、
介
助
さ
れ
る
側
と

介
助
す
る
側
の
役
割
を
交
替
し
な
が
ら
、

車
椅
子
で
の
バ
ス
乗
車
や
目
隠
し
で
の

誘
導
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

十
二
月
七
日
、
首
相
官
邸
で
、
交
通

対
策
本
部
長
（
内
閣
官
房
長
官
）
よ
り

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
を
受
け
た
揚
村
あ
げ
む
ら

貢み
つ
ぐ
さ
ん
が
十
二
月
十
五
日
、
八
代
市
を

表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

揚
村
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら

四
十
二
年
間
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
通
学
路

に
立
ち
、
交
通
指
導
を
し
て
お
ら
れ
ま

す
。こ

の
よ
う
な
交
通
安
全
に
対
す
る
永

年
の
功
労
と
し
て
、
こ
の
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

揚
村
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
、
な
お

一
層
、
地
域
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。」

と
話
し
ま
し
た
。

「
ア
ナ
ト
ー
ル
、
工
場
へ
行
く
」
で
は
、

音
楽
を
取
り
入
れ
た
劇
を
披
露
し
、
観

客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

▲アナトールと仲間のねずみを演じる麦島小学
校児童

永
年
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
て

―
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
表
敬
訪
問
―

同
小
学
校
の
児
童
は
「
車
椅
子
の
扱

い
方
は
学
校
で
習
っ
た
が
、
実
際
に
押

し
て
み
る
と
、
バ
ッ
ク
や
声
か
け
の
タ

イ
ミ
ン
グ
が
む
ず
か
し
か
っ
た
」
と
感

想
を
話
し
ま
し
た
。

人
が
や
さ
し
い
ま
ち
へ

―
新
八
代
駅
で
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
―

十
二
月
九
日
、
厚
生
会
館
自
主
文
化
事

業
に
よ
る
「
い
っ
こ
く
堂
シ
ョ
ー
」
の
公

演
が
あ
り
ま
し
た
。

「
い
っ
こ
く
堂
」
は
、
三
体
の
人
形
を

巧
み
に
操
り
な
が
ら
、
腹
話
術
を
す
る
こ

と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
海
外
で
も
活
躍
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
公
演
は
、
八
代
の
話
を
盛
り
込

ん
だ
も
の
や
、
テ
レ
ビ
で
は
見
る
こ
と
が

難
し
い
十
五
分
程
の
ミ
ニ
ド
ラ
マ
、
観
客

席
で
の
観
客
と
の
や
り
と
り
と
い
っ
た
、

会
場
で
し
か
味
わ
え
な
い
楽
し
み
が
た
く

さ
ん
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

腹
話
術
の
技
術
は
ミ
ラ
ク
ル
で
し
た
！

―
ミ
ラ
ク
ル
ボ
イ
ス
ワ
ー
ル
ド
い
っ
こ
く
堂
―

当
日
は
、
多
く
の
人
た
ち
が
、「
い
っ

こ
く
堂
」
の
腹
話
術
を
見
よ
う
と
来
場

し
、
会
場
は
次
々
に
披
露
さ
れ
る
腹
話

術
に
笑
い
が
絶
え
ず
、
ア
ン
コ
ー
ル
の

拍
手
が
鳴
り
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。▲観客と腹話術で会話するいっこく

堂

▲車椅子でバス乗車を体験

十
一
月
二
十
五
日
、
や
つ
し
ろ
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
、「
高
齢
者
　
あ
な
た

の
マ
ナ
ー
で
　
防
ぐ
事
故
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
第
三
十
三
回
八
代
市
高
齢
者

交
通
事
故
防
止
大
会
が
行
わ
れ
、
約
五

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
熊
本
県
警

察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
や
カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
西
宝
寺
住
職
、
草
部
く
さ
か
べ

史し

考こ
う

さ

ん
に
よ
る
演
題
「
生
命
（
い
の
ち
）」
に

つ
い
て
の
講
演
も
あ
り
、
参
加
者
は
、

生
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
改
め
て
実
感

し
た
よ
う
で
し
た
。

交
通
安
全
を
願
っ
て
！

―
第
三
十
三
回
八
代
市
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
大
会
―

▲「生命」の大切さについて講演する草部史考さん

十
二
月
十
四
日
、
八
代
市
立
図
書
館

で
、
平
成
十
六
年
度
熊
本
県
優
良
読
書

グ
ル
ー
プ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
受
賞
し
た
の
は
、
八
代
読
書

会
で
、
平
成
十
一
年
に
結
成
さ
れ
、
会
員

数
十
人
、

会
員
の

平
均
年

齢
五
十

六
歳
の

「
生
涯
勉

強
」
を

モ
ッ
ト

ー
に
集

う
会
で
す
。

主
な
活
動
と
し
て
、
毎
月
一
回
、
市

立
図
書
館
で
の
読
書
会
を
は
じ
め
、
海

外
留
学
の
経
験
の
あ
る
会
員
に
よ
る
、

世
界
の
話
題
な
ど
、
幅
広
い
勉
強
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
に
対
し
、
代
表
者
の
平

岡
静
男
さ
ん
は
、「
今
回
表
彰
を
受
け
た

こ
と
は
、
読
書
会
活
動
の
励
み
に
な
り

ま
す
。
今
後
は
若
い
人
に
も
呼
び
か
け
、

一
緒
に
活
動
で
き
れ
ば
。」
と
喜
び
を
話

し
ま
し
た
。

県
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
受
賞

―
八
代
読
書
会
―

▲晩白柚の香りが漂う湯を楽しむ家族

十
二
月
一
日
、
八
代
市
地
域
婦
人
会

連
絡
協
議
会
が
兼
ね
て
い
る
日
本
赤
十

字
社
熊
本
県
八
代
地
域
奉
仕
団
が
、
市

役
所
を
訪
れ
、
新
潟
県
中
越
地
震
の
被

災
者
に
対
す
る
義
援
金
五
百
五
十
八
万

二
百
八
十
七
円
（
十
一
月
二
十
九
日
現

在
）
の
目
録
を
、
八
代
市
地
区
長
の
中

島
市
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

奉
仕
団
の
山
中
タ
ミ
子
団
長
は
、

「
地
域
の
み
な
さ
ん
が
快
く
募
金
に
応

じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
義
援
金

に
は
皆
さ
ん
の
心
が
こ
も
っ
て
い
ま

す
。
避
難
生

活
を
さ
れ
て

い
る
人
や
復

興
に
役
立
て

て
ほ
し
い
。」

と
話
し
ま
し

た
。

復
興
に
役
立
て
て
！

―
日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
八
代
地
域
団

―▲市長に目録を手渡す山中団長（右）

▲佐藤県立図書館長（左）より表彰状
を受け取る平岡静夫さん（右）

▲富田助役（左）に功労者表彰を報告する
揚村貢さん（右）


